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耐摩耗トングレール
軌道構造研究室

 交換周期の延伸によりメンテナンスコストを低減します。
 70S、80Sおよび50kgNレールを使用したトングレールに適用できます。

分岐線側の通過車両が多いポイント部ではトングレールの摩耗が著しく、交換
周期が非常に短くなっています。そこで、熱処理条件および断面形状を変更する
ことによって耐摩耗特性を向上させたトングレールを開発しました。

概 要

摩耗状況

現行品 耐摩耗トングレール

軟 硬

硬さ分布の比較例

交換基準

GroupA：現行品の平均敷設日数の1.5～2倍程度敷設して
交換基準に近い摩耗量となる

GroupB：現行品の平均敷設日数と同程度敷設しているが
摩耗量は交換基準の半分以下

GroupA

GroupB

シミュレーションを用いた分岐器構造の評価法

 新しい分岐器構造の走行安全性および部材強度の評価を実施できます。
 分岐器における脱線要因の検討や、その対策の検討に活用できます。

軌道構造研究室

新しい分岐器の構造を提案するためには、走行安全性と部材強度の評価を実
施する必要があります。本手法ではシミュレーションにより、それらの評価を行う
ことが可能です。

概 要

分岐器の線形条件

簡略軌道モデル作成

走行シミュレーション

走行安全性の評価
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走行安全性評価

車両モデル
（ＭＢＤモデル）

ポイント リード クロッシング

分岐器の線形を梁要素で模擬

梁要素
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） シミュレーション結果

走行安全性評価のイメージ図
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部材強度評価

簡略軌道モデル

１輪軸による静的載荷

評価対象の部材を
ソリッド要素でモデル化

ソリッド要素
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詳細モデル

部材強度評価の
イメージ図

詳細構造の検討

詳細モデル作成

静的応力解析

部材強度の評価
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評価法の概要


